



[image: ひらつか1050]





ぼくらの秘密基地



　ロープのトンネルを登り、屋根裏アスレチックを目指す山下小学校３年生の米内輝（ひかる）くん。学校近くの山城子どもの家を毎日のように訪れ、元気いっぱい遊んでいます。

　今号では、市内４カ所にある子どもの家を紹介します。　詳しくは特集ページへ。




[image: 笑顔はじける子どもの家]



　明るい声を上げながら、はだしで走り回る子どもたち。子どもの家には、乳幼児から中学生まで、毎日多くの子どもが訪れ、元気いっぱい遊んでいます。

問：青少年課　電話：0463-32-7029




表紙で紹介した山城子どもの家には毎日、多くの子どもが集まります


[image: グラグラと揺れる遊具で遊ぶ勝原小学校の4年生]

❶グラグラと揺れる遊具で遊ぶ勝原小学校の4年生。学区外から遊びに来ています
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❷鬼ごっこや卓球など、学年の違う小学生がそれぞれ楽しんでいます




[image: 屋根裏アスレチック]

❸鬼ごっこで屋根裏アスレチックを駆け回る中学生は、初めて子どもの家を訪れました



幅広い子どもが集う


　「『また来るよ』の一言がうれしいですね」。大野子どもの家の小宮利行さんは目を細めます。子どもの家は、子どもたちが自由に遊びに来ることのできる場です。

　市内に4館ある子どもの家には、年間およそ9万人が訪れます。山城子どもの家が最も多く約3万人、1日平均90人で、残りの3館はそれぞれ、年間約2万人です。利用者が最も多かったのは、平成7年度の17万455人。共働き世帯の増加で放課後児童クラブの利用が増えたことや、少子化の影響などにより、減少傾向にあります。

　子どもの家の遊具は、主に小学生以上が対象です。授業が終わった午後には、多くの小・中学生が訪れています。アスレチックでの鬼ごっこや、卓球などが人気です。

　また平日の午前中からお昼過ぎまでは、幼児とその保護者が主に利用しています。一緒におもちゃで遊んだり、パズルを楽しんだりしています。「子育て世代の保護者の利用を増やしていきたい」と話す小宮さん。「子どもの家の評判を、口コミなどで広めてもらえるように、皆さんに居心地の良い場所であるよう心掛けています」と話します。

　個人の利用だけではなく、雨の日には放課後児童クラブの子どもたちが大勢遊びに来ます。「一度に40人以上も来ることがあるんですよ」と小宮さんは振り返ります。学区内だけではなく、土・日曜日に学校行事があった後、代休の月曜日には、学区外から来ることもあります。ほかにも、特別支援学校の生徒や近隣の保育園の園児らも利用します。

　子どもの家は、ほかの公共施設と比べて休館日が少ないのが特徴です。全館ログハウス造りで、公共施設としては珍しい木造です。市内の主な公共施設でも、旧横浜ゴム平塚製造所記念館や崇善公民館など、木造は数えるほどしかありません。木のぬくもりや優しさ、子ども向けの施設にふさわしい温かみのある造りになっています。
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「気軽に遊びに来てほしい」と大野子どもの家の小宮さん
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「安心して遊べる場です」と話す鈴木瑠美（るみ）さん（写真左）と娘の華ちゃん



夢中になる仕掛け

　大野子どもの家には、七夕の竹を再利用して作った登り棒や、塩化ビニール管で作った平均台などがあります。いずれも小宮さんが手作りした遊具です。「子どもは縁石の上など、細いところを歩くのが好きなので、平均台を作りました。でも実際には、平均台の下をくぐったり、ぶらさがったり、自分たちで遊び方を見つけていて、発想が豊かですね」とほほ笑みます。

　ほかにも、スタッフがダンボールを再利用して作った、おままごと用のキッチンもあります。大野子どもの家に娘の結愛(ゆめ)ちゃんと来ていた平子奈緒子さんは「子どもと一緒におままごとで遊ぶこともあります。子どもの家では子どもの貴重品を預かってくれるので、小学生になった子どもが、友達同士で行くことになっても、安心ですね」と話します。

　昨年の夏、小宮さんが子どもの家にグリーンカーテンを設置したときには、朝顔やゴーヤー、ヘチマの苗を子どもたちと一緒に植えました。「自分が植えた体験から、水やりや成長の過程に興味を持ってほしいですね。自然を愛するきっかけになれば」と期待します。

　「子どもの家には大人の目があり、けがをしても対応できるし、トイレもあります。遊ぶための施設なので、至る所に楽しませる仕掛けがあります」と説明する小宮さん。「小さい時に遊んだ経験は、大きくなっても忘れません。『子どもの家は楽しかった』という思い出と一緒に成長してほしいですね」。


[image: 鈴木さん]

平子奈緒子さん（写真左）と結愛（ゆめ）ちゃん親子も「子どもの家が大好き」と遊びに夢中



子どもの家で見守る



　子どもの家に響く、子どもたちの笑い声―。

　子育てサロンに参加している10組の親子が遊具で遊んだり、読み聞かせやダンスを楽しんだりしています。





　「小さい子どもを抱えたお母さんは家にこもり、1人で悩みを抱えてしまいがちです」と話す長岡津也子さん。横内子どもの家で毎月第3水曜日に、子育てサロン「たいよう」を開いてます。

　たいようの活動は平成13年に始まり、長岡さんは横内地区の主任児童委員になった平成20年度以降、携わるようになりました。「近所のお母さん同士で仲良くなってもらいたいので、自由遊びの時間には少し離れて見守るようにしています」と話します。

　「近所のお母さん同士のネットワークづくりが、今のお母さんたちには一番大切なのかな」。活動を通して、自身の子育て経験を振り返ることもあると言います。お母さん同士で相談することが友達づくりにつながり、友達が増えるにつれて、公園などに行く機会も増えていきます。



[image: 未就園児とその保護者が、毎月およそ10組参加しています]

未就園児とその保護者が、毎月およそ10組参加しています




地域に密着した活動

　たいようでは、横内地区の主任児童委員を中心に、民生委員児童委員、地域内のボランティアら、およそ10人で参加者を見守っています。

　民生委員児童委員の中でも、子どもの問題を専門に担当している主任児童委員。市内には23地区あり、2人ずつ46人の主任児童委員がいます。家庭と学校・児童相談所・行政とのパイプ役となり、虐待や生活上の問題が疑われた時に、家庭訪問や情報提供などを通して、未然防止や早期解決を図っています。

　たいようは、お母さん同士の友達づくりの場である一方で、子育ての苦労や悩みを聞き、地域の問題をくみ取る場でもあるのです。主任児童委員の業務を通して知り合った外国籍の親子が、地域で孤立しないように、たいようへの参加も呼び掛けています。「主任児童委員の業務と、たいようの活動が、うまくリンクするように心掛けています」と長岡さんは強調します。

　また、以前たいように来ていた親子に市内で声を掛けてもらうこともありました。成長した姿を見て、「自分の子どものように、うれしかった」と長岡さん。「地域の大人に見守られて育った子どもたちが、大きくなったときに別の地域活動に関わるような循環が生まれればいいですね」と期待を込めます。
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「地域で子育てを応援します」と長岡さん




みんなで楽しもう

　毎月のイベントを考えるときは、「自分たちも楽しめるイベントを」との思いで考えています。「子どもだけじゃなく、親も楽しまないと、楽しく子育てできませんよね。ダンスの先生を呼ぶときには、私たちも一緒に踊りますよ」とほほ笑みます。図書ボランティアや保育園の先生、市の栄養士・歯科衛生士・保健師ら、外部の専門家を招くこともあり、さまざまな内容で参加者と一緒に楽しみます。





ママが安心できる場所



　「トイレトレーニングが上手にできなくて心配です」「卒乳はどうやって進めたらいいですか？」

　こども家庭課が定期的に開いている「おやこ広場」では、保護者からさまざまな相談が寄せられます。





　「小さなお子さん連れの方でも参加しやすく、話しやすい雰囲気づくりを心掛けています」と、こども家庭課で家庭児童相談員を務めている杉本悦子さんは話します。

　おやこ広場は小・中学生が訪れない午前中に、子どもの家を有効活用しようと平成20年11月に始まりました。自由遊びのほか、絵本の読み聞かせや、ふれあい遊びなどをしています。子どもがおもちゃで遊んでいる自由遊びの時間を中心に、保護者からの悩みに答えています。

　子どもの年齢は0～2歳が中心ですが、その日によって少しずつ違います。絵本の読み聞かせなどは、その日の子どもたちの様子を見て、何冊か用意した絵本の中から選んでいます。また保健師から、予防接種の話や、夏場には子どもの体温調整のアドバイスをすることもあります。

　おやこ広場に初めて参加する保護者の中には、“公園デビュー”しておらず、近所に友達が少ない方もいます。「健康課からのお知らせや市ウェブで活動を知り、来てくれます。まずは安心して来てもらえるように、保護者との信頼関係づくりに努めています」と話す杉本さん。「子育ての悩みを相談して、すっきりした気持ちで帰ってもらいたいですね」と語ります。



[image: おやこ広場では幼児向けのおもちゃがたくさん]

おやこ広場では幼児向けのおもちゃがたくさん





3月のおやこ広場

　午前10時～11時30分。横内4日（金）、大野10日（木）、みなと18日（金）、山城22日（火）。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9843




子どもの家に行こう


　各館には、屋根裏アスレチックや屋外遊具のほか、図書室、プレイルームなどがあります。駐車場はありませんので、自転車や徒歩、公共交通機関でお越しください。

▶開館時間　午前10時～午後5時。小・中学校が休みの日は、午前9時～午後5時。10月～3月は、愛の鐘が鳴る午後4時30分で帰宅の声掛けをしています。

▶休館日　毎月第3日曜日、年末年始。清掃や工事などがある日も休館です。

▶利用できる人　市内在住の小・中学生、市内在住の付添人がいる幼児。

▶利用方法　個人利用は、受け付けで利用受付票に氏名などを記入してください。





横内

横内2517-1 　電話：0463-53-1430

[image: 横内子どもの家]

[image: 横内子どもの家地図]






みなと

高浜台27-5 　電話：0463-23-2815

[image: みなと子どもの家]

[image: みなと子どもの家地図]






大野

中原3-5-22 　電話：0463-32-6960

[image: 大野子どもの家]

[image: 大野子どもの家地図]





山城

山下726-6 　電話：0463-35-8893

[image: 山城子どもの家]

[image: 山城子どもの家地図]









復興への架け橋　宮城県石巻市



　平成23年３月11日に発生した東日本大震災から、間もなく５年。今もなお、被災地の復興を支援する活動が続いています。平塚市からの派遣職員として宮城県石巻市で働いている西海（にしがい）豊主査から現地の声が届きました。






　「石巻と花巻、どちらに行っているんだっけ？」

　平塚に戻ると、このように聞かれることがあります。東北地方の似た地名では、友好都市として交流の歴史が長い、岩手県花巻市の方が平塚市民にとってまだ知名度は高いのかもしれません。

　昨年4月から、私は石巻市の学校管理課に所属し、主に学校施設の修繕や維持管理を担当しています。津波などで大きな被害を受けた学校施設ですが、今では津波の到達地点を示す看板がなければ、震災直後の悲惨な状況を思い出せないほど復旧は進みました。しかし、仮設住宅から通う児童・生徒がまだ多くいるなど、平塚の子どもたちが経験することのない生活を送っているのが現状です。

　東日本大震災の発生から約5年が経ち、沿岸部では、土地や道路のかさ上げを進め、新しいまちづくりのための土台となる工事が行われています。内陸部では、田んぼが広がっていた地域で復興住宅の建設などが進んでいます。市内のあちらこちらで大規模な工事が行われているため、その地域の風景が1カ月程度で一変していることがよくあります。


[image: 石巻市教育委員会で派遣職員として働く西海主査]

石巻市教育委員会で派遣職員として働く西海主査



再出発を図った石巻

　昨年、新しい魚市場が完成しました。国際基準の衛生管理で放射能検査も実施されています。私が石巻に来て驚いたのは、新鮮な魚介類のおいしさです。海の幸以外にも絶品の数々は限られた紙面ではお伝えしきれません。

　復興が進みつつも、いまだに震災の被害が残る石巻。テレビや新聞だけでは分からない、石巻の現状をぜひ見に来てください。
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被災地への取り組み

　市では災害時の相互応援体制として、石巻市・岐阜県高山市・花巻市・静岡県伊豆市のほか全国の特例市などと「災害時相互応援に関する協定」を結んでいます。この協定に基づき、被災地への物資を提供したり職員の派遣などをしたりして、各自治体が互いに助け合う取り組みをしています。

　石巻市への人的支援では、これまで延べ47人の職員が復興支援に携わりました。今後も復旧・再生・発展を支援するため職員の派遣などを継続していきます。




[image: 石巻市最大の集団移転地の新蛇田地区]

①石巻市最大の集団移転地の新蛇田（しんへびた）地区



[image: 沿岸から近い新門脇地]

②沿岸から近い新門脇（しんかどのわき）地区



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、3月7日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ




教育委員会の嘱託員


　幼稚園教諭1人（選考）。

　採用は5月1日以降で、雇用期間は1年度以内。3月19日（土）に試験をします。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブなどにある受験申込書を、直接、3月4日（金）～14日（月）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。




ガイドと巡る文化資源


　中原から大磯の中原街道を歩きます。自転車・オートバイでは同行できません。

　3月27日（日）午前9時30分～午後0時30分。約4.6キロメートル。荒天中止。神奈中バス停「中原御殿」に集合し、「化粧坂（けわいざか）」周辺で解散。300円、中学生以下は無料。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、3月20日（祝）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。




緑化まつり野外ステージの出演団体


　4月29日（祝）・30日（土）に総合公園で開く緑化まつりで、野外ステージに出演しませんか。

　次の条件を全て満たす10団体（選考）①市内在住・在勤・在学で、アマチュアの芸能グループ②代表者が成人③営利・政治活動が目的の団体でない、など。

募：市ウェブなどにある応募用紙・出演者全員が写っている写真1枚・出演内容を録音したCDなどを、郵送または直接、3月22日（火）午後5時までに、〒254-0034宝町3-1平塚MNプラザ3階のFM湘南ナパサ　電話：0463-23-7111へ。



[image: 動画を見る]






布ぞうり作り教室


　3月18日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。布・はさみ・物差し・ピンセット。

募：必要事項を、往復はがき（1人1枚）で、3月11日（金）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。




リサイクルプラザのボランティア運営委員


　リサイクルプラザで開く体験教室や「くるりんまつり」に協力するボランティア運営委員になりませんか。

　次の条件を全て満たす方10人（選考）①市内在住・在勤・在学で、高校生を除く18歳以上②平日の昼間に、年10回程度開く会議などに出席できる。

募：必要事項・年齢・応募動機を、郵送・ファクス・メールまたは直接、3月4日（金）～31日（木）に、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301　FAX：54-6530　メール：kururin@へ。




生きがい事業団の寺子屋


　生きがい事業団（西八幡1-3-2-2）。①②は春の特別教室③～⑤は4～9月、毎週1回の継続教室。

①パソコンでオリジナル音楽CDを作ろう　3月29日（火）・30日（水）、全2回、午前9時30分～午後3時30分。2500円。

②体験！ おさらい教室　1年間の算数の復習をします。29日が新6年生、31日（木）が新5年生、午後3時～5時。500円。

③小学生書道教室　硬筆も月1回指導します。水曜日コースと金曜日コース、午後3時30分～5時30分。月額3500円。

④パソコン教室　ワードやエクセルなどを学べます。月4回、月額4520円。

⑤おさらい教室　算数が中心です。火曜日が6年生、木曜日が5年生、午後4時30分～6時。月額3100円。

　そのほかの教室や詳しい内容はお問い合わせください。

募：電話で、生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。


[image: 小学生書道教室]

筆の使い方などを丁寧に教えます



びわっ子クラブの会員


　自然豊かな、びわ青少年の家（土屋2710-1）で、他校や他学年の友達と交流しながら、作物の収穫体験や工作、炊事などの野外体験活動をする「びわっ子クラブ」の会員になりませんか。

　4月～平成29年2月に9回程度、活動します。1年間活動できる、市内在住・在学で、4月1日現在、小学校4年生～中学生32人（抽選・初めての方を優先）。2000円。キャンプなどは別途費用がかかる場合があります。

募：電話で、3月4日（金）～16日（水）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。




馬入花畑の会のボランティア


　お花畑で一緒に作業をしませんか。

　馬入・光と風の花づつみで月4～8回程度の草取りや種まき、年2回のポピーやコスモスの摘み取りイベントなどをします。年額500円。

募：電話・メールまたは直接、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852　メール：midori@へ。








[image: 湘南ひらつか七夕まつりを盛り上げましょう]



ボランティアを募集します

　事前説明会を6月18日（土）午前10時から、平塚商工会議所で開きます。①②は高校生以上の方③は高校生を除く18歳以上の方。詳しくは、湘南ひらつか七夕まつりウェブをご覧ください。

①クリーン　会場内の清掃、ごみの分別指導。

②観光案内　プログラムなどの配布補助。

③七夕飾り　市民飾りの掲出や撤去の補助。7月7日（木）午後7時～11時・10日午後7時～10時。

募：湘南ひらつか七夕まつりウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、5月2日（月）までの平日、午前8時30分～午後5時に、〒254-0812松風町2-10平塚商工会議所の湘南ひらつか七夕まつり実行委員会事務局　電話：0463-22-2510　FAX：24-0079　メール：tanabata@hiratuka-cci.or.jpへ。







七夕飾りを作りませんか

　くす玉・吹き流し・ロープなどの材料は支給します。抽選。

市民飾り　湘南スターモールに掲出します。市民グループ・団体など30組。

子ども飾り　紅谷町まちかど広場（紅谷町12−21）に掲出します。保育園・幼稚園・小学校など児童を含む団体20組。

募：豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107や湘南ひらつか七夕まつりウェブなどにある申込書を、郵送または直接、4月15日（金）までに、同課へ。





[image: 色鮮やかに装飾された七夕飾り]

色鮮やかに装飾された七夕飾り



お知らせ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



市民病院の新館内覧会


　平成25年度に着工した市民病院（南原1-19-1）の新館が約2年8カ月にわたる建設工事を終え、平成28年3月18日（金）に完成します。医療機器などの搬入・調整、入院患者の移動などをした後、5月6日（金）から外来診療を開始します。新館での外来診療開始に先立って、建物の現地内覧会を開きます。

　3月20日（祝）午後1時～5時。

問：改築推進室　電話：0463-32-0015




ひらつか環境ファンクラブの活動発表会


　会員の発表や県内の地震と箱根の火山の講演をします。

　3月12日（土）午後1時30分～4時10分。勤労会館。65人（当日先着順）。

問：環境政策課　電話：0463-21-9762




どっと・市場（マーケット）　飛騨高山まつり


　塩せんべいや赤かぶら、高山ラーメンなど、平塚の友好都市・岐阜県高山市の名産品を販売します。

　3月24日（木）～28日（月）、午前10時～午後6時30分（28日は午後5時まで）。市民プラザ。
問：市観光協会　電話：0463-20-5110


[image: どっと・市場　飛騨高山まつり]

おいしい食べ物が目白押しです




湘南ぶらりスタンプラリーを開催します


　春の湘南を巡るスタンプラリーです。スタンプの設置場所は茅ケ崎市観光案内所（茅ケ崎駅構内）・大磯町観光案内所（大磯町大磯878-1）などの全6カ所にあります。スタンプを集めた方には、先着3000人に「組み立て式スマホ・ペン立て」をプレゼントします。

　3月31日（木）まで、午前10時～午後4時。用紙は各公民館や市民プラザ、豊原分庁舎にあります。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107




軽自動車・バイクなどの廃車手続きはお早めに


　車両本体を処分しても、4月1日（金）までに廃車手続きをしていないと、平成28年度の軽自動車税が課税されます。業者などに依頼して車両を処分した方や盗難に遭った方などは、廃車手続きが済んでいるか確認してください。

　種別や排気量によって廃車手続きの場所が異なります。

　詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：市民税課　電話：0463-21-8767




譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けています。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　五月人形・ダイニングセット・小型冷蔵庫・柔道着など。

譲ってください　電子レンジ・トースター・大正琴など。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301




ボランティアと市民活動の見本市


　市内で活動する市民活動団体の話を聞いて、自分に合った活動を見つけませんか。

　3月13日（日）午後1時～4時。市民活動センター。

問：市民活動センター　電話：0463-21-7517




ひらつな祭


　地域の防災力の強化を図るため、防災体験や非常食を食べるイベントを開きます。

　3月13日（日）午前10時45分～午後4時。小雨決行。紅谷パールロード商店街・紅谷町まちかど広場周辺。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



[image: 動画を見る]




湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の野菜や魚、名産品などを販売します。ダンベル体操もします。

　3月20日（祝）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。






[image: 湘南バイシクル・フェス]



　最新モデルの自転車に試乗できる展示試乗会や競輪選手の走りを間近で感じられる自転車トラック競技のデモンストレーションなど、楽しいイベントが盛りだくさんです。自転車グッズが当たる抽選会もあります。

　3月21日（休）午前9時～午後4時30分。雨天決行。平塚競輪場（久領堤5-1）。

問：湘南バイシクル・フェス事務局　電話：03-3354-2300



[image: 試乗して好みの自転車を見つけませんか]

試乗して好みの自転車を見つけませんか



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



臨時職員を募集します


　採用は4月以降です。平日勤務で月12日以内、午前9時～午後4時45分の間で1日3～7時間。保健センター。保健師・看護師・管理栄養士の資格がある方、各数人（選考）。保健師は時給1440円。看護師・管理栄養士は時給1290円。

　①健診・相談・特定保健指導などの成人保健業務②健診・相談・乳児訪問などの母子保健業務。

募：市販の履歴書に資格証の写しを添えて、郵送または直接、3月22日（火）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。


[image: 一緒に働きませんか]

一緒に働きませんか



オストメイト健康相談会


　介護保険制度の改正点や利用方法についての講演や、健康相談をします。

　3月27日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。人工肛門・人工ぼうこう保有者とその家族ら70人（当日先着順）。

問：日本オストミー協会神奈川支部の須田　電話：0466-45-4216




予防接種を受けましょう


　3月1日（火）～7日（月）は、子ども予防接種週間です。4月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種を済ませ、ワクチンで未然に防げる病気から子どもを守りましょう。

　実施医療機関は、市ウェブでご確認ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




健康ウオーキング


　春のお花を見ながら、高来（たかく）神社（大磯町高麗2-9-47）や高田公園（東小磯846）などを歩きます。

　3月29日（火）午前9時～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は31日（木）に延期。31日も50パーセント以上の場合は中止。なでしこ公民館（撫子原12-54）集合・解散。約7.5キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111




ゆめクラブ湘南平塚大学講座


　女優の丘みつ子さんが「私のスローライフ」をテーマに話します。

　3月10日（木）午後1時30分～3時30分。中央公民館。市内在住で、60歳以上の方100人（当日先着順）。筆記用具。

問：市老人クラブ連合会　電話：0463-24-3270




体を動かしてがん予防


　運動習慣を身に付けて、がんのリスクを減らしませんか。初めて運動する方でも楽しく続けられる運動です。

　3月24日（木）午後1時～3時。保健センター。市内在住・在勤で、医師から運動制限を受けていない方50人（先着順）。飲み物・タオル・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。






[image: ShonanBMWスタジアム平塚]




　環境が整った施設で、陸上競技の練習をしませんか。

　4月1日（金）～平成29年3月31日（金）の指定した時間。インフィールドは除く。ロッカー・シャワー・練習用器具（特別器具を除く）は使えます。スパイクも着用できます。一般2,250円、小学生～高校生1,500円。平成28年12月2日（金）～29年2月28日（火）は、改修工事のため使えません。

募：年間使用料（中学生・高校生は学生証も）を、直接、平成28年3月18日（金）から、月曜日を除く午前8時30分～午後5時に、総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。


[image: ShonanBMWスタジアム平塚]

子どもから大人まで幅広い年代が利用できます




プールで健康づくり教室



体に負担を掛けずに運動を

　①4月5日～5月31日の火曜日②4月7日～6月2日の木曜日、各全8回、午前9時30分～11時（初回は8時40分から）。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。市内在住で60歳以上の方、各25人（選考、初心者・過去に参加した回数が少ない方を優先）。1回100円。水着・水泳帽・タオル。

募：必要事項・年齢・過去に参加した回数を、電話または直接、3月7日（月）・8日（火）、午前8時30分～午後5時に、南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。





[image: プールで健康づくり教室]



[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


引っ越しのトラブル

　「引っ越しの2日前に解約を申し出たが解約料を請求された」「引っ越し当日の約束の時間になっても事業者が来ない」「家具に傷を付けられたが引っ越しから3カ月を過ぎているので弁償しないと言われた」など、引っ越しに関する相談が多く寄せられています。このようなトラブルを防ぐためには複数の事業者に見積もりを依頼し、価格だけではなくサービス内容も十分に検討しましょう。契約に当たっては、解約料の発生時期や荷物の紛失・破損、遅延への対応などを見積書で必ず確認しましょう。

　また、見積もり時に受け取った梱包（こんぽう）用段ボールについては、契約しなかった場合にその返送や代金をめぐってトラブルになることがあります。引っ越しの契約先を決めていない段階では段ボールを受け取らないようにしましょう。

　引っ越し完了時には荷物の個数や傷がないかを確認し、紛失や破損があった場合はすぐに事業者に連絡しましょう。引っ越し後3カ月以内に連絡をしないと事業者の責任が消滅しますので注意が必要です。困ったときは消費生活センターに相談してください。（終）





[image: 架空請求メールに注意]



スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



総合体育館スポーツサウナの休止


　トッケイセキュリティ平塚総合体育館地下1階にあるスポーツサウナは機械設備の不具合のため、4月1日（金）から利用を休止します。再開は未定です。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進のため、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。

　会場は①が総合公園テニスコート②～⑳がトッケイセキュリティ平塚総合体育館㉑～㉓がひらつかサン・ライフアリーナ。抽選。

①テニススクール　4月6日～6月24日の水・木・金曜日、全11回。各15人。デー（A・B）1万6450円、ジュニア（J）1万3370円、ナイター（N）1万9540円。J1は小学校2～4年生、J2は小学校5・6年生と中学生。

[image: テニススクールコース表]




②真向（まっこう）法体操　4月2日～6月18日の土曜日、全9回、午前9時20分～10時50分。50人。5140円。

③ジュニア新体操　4月19日～平成29年3月14日の火曜日、全32回、コース1は午後5時～6時、小学校1～3年生、コース2は午後6時～7時、小学校4～6年生と中学生、各20人。前期16回分で8220円。

④フィットネス　平成28年4月7日～6月16日の火・木曜日、全16回、コース1は午前9時25分～10時55分、コース2は午前11時5分～午後0時35分。初めての方は60歳まで、各250人。4620円。

⑤アクアビクス　4月21日～6月2日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4110円。

⑥すっきり・のびのび体操　4月6日～6月29日の水曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。80人。3590円。

⑦いきいき若返り体操　4月15日～6月24日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。60人。3080円。

⑧火曜太極拳　4月19日～7月12日の火曜日、全12回、午後1時20分～2時50分。70人。5650円。


[image: 太極拳で健康になりましょう]

太極拳で健康になりましょう




⑨水曜太極拳　4月13日～7月20日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5650円。

⑩はつらつ水中体操　4月13日～5月25日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時、コース2は午前11時15分～正午。各60人。2570円。

⑪ゆっくりエアロビクス　4月13日～6月8日の水曜日、全8回、コース1は午前9時30分～11時、コース2は午後1時30分～3時。初めての方は65歳まで、各100人。3080円。

⑫すっきりエアロビクス　4月15日～7月29日の金曜日、全12回、午後6時20分～7時20分。60人。5140円。

⑬金曜エクササイズ　4月15日～6月24日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。70人。5140円。

⑭ウイークエンド・ヨガ　4月9日～6月25日の土曜日、全8回、午前11時10分～午後0時40分。70人。3080円。

⑮パワーヨガ　4月15日～7月29日の金曜日、全12回、午後7時35分～8時35分。80人。5140円。

⑯さわやかエアロビクス　4月9日～6月18日の土曜日、全8回、午前9時30分～11時。初めての方は65歳まで、100人。3080円。

⑰親子エアロビクス　4月12日～6月14日の火曜日、全8回、午後3時30分～4時30分。4歳～小学校3年生と保護者20組。4110円。

⑱火曜ストレッチ体操　4月12日～6月21日の火曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4110円。

⑲水曜ストレッチ体操　4月13日～6月22日の水曜日、全10回、午前11時10分～午後0時25分。40歳以上の方120人。4110円。

⑳金曜ストレッチ体操　4月8日～7月1日の金曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4110円。

㉑リンパウオーキング　4月7日～6月2日の木曜日、全7回、午前9時15分～10時45分。50人。3080円。

㉒バドミントン　4月5日～7月12日の火曜日、全10回、午前9時30分～正午。60人。4620円。

㉓ノルディックウオーキング  　4月28日～7月14日の木曜日、全6回、午前11時～午後0時30分。30人。2310円。

募：教室名（コース名）・必要事項・年齢（⑰は子どもの氏名・年齢も）を、はがきで、3月15日（火）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。





ひらつかサン・ライフアリーナを無料開放


　毎月1回、施設を無料で利用できます。

　3月8日（火）午前9時～午後5時。卓球10台・バドミントン2面（当日先着順）。運動用具。
問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011








[image: みんなの力]


人生の半分以上がベルマーレ


　1月から湘南ベルマーレの広報担当に就任した猪狩さん。一昨年に現役を引退し、スタッフの立場でチームを支えています。「広報は大切な情報発信の窓口です。仕事は大変ですが、現役時代に試合に出られなかった時の悔しさに比べれば、つらくはありません。前任者のやり方を受け継ぎながら、新しい広報活動にチャレンジしたいです」と熱く語ります。

　平塚出身で、中学時代からベルマーレの下部組織に所属し、プロ選手としても活躍した経歴があり「ベルマーレに育ててもらったので、チームに恩返しがしたい」と意欲的です。

　「今まで支えてくれたサポーターも大切にし、女性サポーターをもっと増やしたいです」と今後の目標を話していました。




[image: 湘南ベルマーレの新広報担当　猪狩　佑貴さん]
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　今シーズンもスタジアムに足を運んで、ベイスターズを応援しましょう。

　3月19日（土）午後1時試合開始。読売ジャイアンツ戦。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。チケットは試合開始2時間前から同スタジアムで販売します。大人1,000円、小・中学生300円。市内の小学生はドリームパスポートを使って無料で観戦できます。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




[image: バッティングパレス相石スタジアムひらつか]






市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時。8月は水曜日のみ。





◇行政（予約制）

3月7日（月）午後1時～4時





◇税務（予約制）

3月25日（金）午後1時～4時






◇登記・供託（予約制）

3月11日（金）午後1時～4時







◇多重債務（予約制）

3月8日（火）午後1時～4時






◇年金・社会保険・労災

3月8日（火）午後1時～4時







◇不動産（予約制）

3月4日（金）・18日（金）、4月1日（金）午後1時～4時






◇分譲マンション管理（予約制）

3月28日（月）午後1時～4時






◇住宅（新・改築）

3月15日（火）午後1時～4時






◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時










人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

3月15日（火）　午後1時～3時









女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時








保健福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8113




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時









障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時









くらしサポート相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8113




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時









65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時









こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








社会福祉協議会

栗原ホーム　電話：0463-33-6060




◇法律（予約制）

3月8日（火）、4月12日（火）、午後1時～4時







ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758





◇就労支援（予約制・先着4人・1人50分）

3月9日（水）・23日（水）、午後1時～4時50分








子育て支援センター

豊田分庁舎　電話：0463-34-9076　FAX：31-1114




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時








健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

3月23日（水）、 午後1時～3時








こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子・父子相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時









青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33−7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。









消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時










子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時
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博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 7·14·28日





■春期特別展　ひらつかの家康伝説　由緒と地域

　平塚に残される徳川家康の伝説とゆかりの品・古文書を紹介します。

　3月19日（土）～5月8日（日）。特別展示室。

野外見学会　中原御殿を歩く

　4月3日（日）午前10時～正午。御殿周辺。雨天時は博物館講堂で解説。20人（抽選）。

募：行事名・必要事項を、往復はがきで、3月22日（火）までに、博物館へ。






■プラネタリウム特別投影　星空とともに

　平成23年3月11日、東日本大震災が発生。その時、仙台の夜空には普段見ることができない満天の星が広がっていました。仙台市天文台が制作した震災時の星空とその時の人々の思いを題材にしたプラネタリウム番組を特別投影します。「3・11東日本大震災の記録　岩手県南部沿岸地域の3年間」も同時投影します。

　平成28年3月11日（金）午後3時30分。70人（当日午前9時から1階受付で整理券を配ります）。





■プラネタリウム投影

　上映中の入退場はできません。70人（当日先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料です。

☆星はすばる　星の和名たち

　4月3日（日）までの土・日曜日と3月30日（水）・31日（木）、午前11時と午後2時。3月12日・26日の土曜日は午前11時から、幼児向け投影「だれが　おひさま　かくしたの？」を上映します。

☆星空と音楽の夕べ　プラネタリウムでクラシック音楽を聴きながら、美しい星空を鑑賞しませんか。

　3月20日（祝）午後4時。

☆日食を見よう　日食の仕組みや安全な観察方法を解説します。

　3月5日（土）・6日（日）、午後3時30分。





■雑貨団シアトリカル・プラネタリウムmission33 そらをとぶまで

　3月25日（金）午後2時30分と6時30分。プラネタリウム。各60人（先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料です。

募：電話で、3月8日（火）午前10時から、博物館へ。




■ろばたばなし

　3月20日（祝）午後1時20分と3時。1階展示室相模の家。





■日食観察会

　最大で2割欠ける部分日食を観察しませんか。

　3月9日（水）午前10時～午後0時10分。博物館前の噴水広場。





■ミニ文化祭　ワタを知ろう

　東海大学の藤吉研究室による綿の展示です。

　3月19日（土）まで。情報コーナー。





■綿花を使ったオーナメント作り

　3月19日（土）午前10時～正午、午後1時～4時。科学教室。





■よみがえる明治の建築　八幡山の洋館

　旧横浜ゴム平塚製造所記念館を紹介します。
　3月5日（土）～30日（水）。寄贈品コーナー。








美術館

〒254‒0073西八幡1‒3‒3

電話：0463-33-5111　FAX：35‒2741

休館日 7·14·28日





■物語る絵　春の所蔵品展

　4月10日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。

学芸員によるギャラリートーク　3月26日（土）午前11時～11時40分。観覧券が必要です。
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■親子でパステルアート　笑顔のカードを作ろう

　4月9日（土）午前10時～正午。小・中学生とその保護者10組20人（抽選）。1人200円。

募：講座名・実施日時・参加者全員の必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、3月3日（木）～24日（木）に、美術館art-muse@へ。メールでの応募はタイトルを「ワークショップ応募」に。





■市民アートギャラリー

　3月8日